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物  質  名 4-クロロ-3-メチルフェノール ＤＢ－9 

別  名 4-クロロ-m-クレゾール、4-クロロ

クレゾール 
構 造 式 

 

CAS 番号 59-50-7 
PRTR 番号 1-129 

化審法番号 3-900 

分子式 C7H7ClO 分子量 142.59 
沸点 235℃1) 融点 67℃2) 
蒸気圧 5×10-2 mmHg（20℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 5.83 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.10（実測値）4) 水溶性 3.83×103 mg/L（25℃、実測値）5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 600 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 1,830 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、50、200、400 mg/kg/day を 28 日間強制経口投与した結果、400 mg/kg/day 群の雌

雄で体重増加の抑制を認めた以外には、血液、臓器重量、組織への影響はなかった 7)。この

結果から、 NOAEL を 200 mg/kg/day とする。 
・ラットに 0、0.015、0.05、0.15％の濃度で 13 週間混餌投与（雄で 0、12、41、120 mg/kg/day、

雌で 0、17、54、167 mg/kg/day）した結果、0.05％以上の群の雄で軽微な体重増加の抑制がみ

られた以外には影響は影響はなかった 8)。この結果から、NOAEL を 0.15％（120 mg/kg/day）
以上とする。 

・ラットに 0、0.04、0.2、1％の濃度で 24 ヶ月混餌投与（雄 0、21、103、559 mg/kg/day、雌 0、
28、134、744 mg/kg/day）した結果、1％群の雌雄で体重増加の抑制と腎臓相対重量の増加、

雄の腎臓で腎乳頭壊死、腎皮質の拡張及び線維化の増加、雌で一般状態の悪化と脳重量の減

少、尿タンパク質の減少を認めた。なお、0.04％以上の群で脳の重量低下を認めたが、自然

発生的な下垂体腫瘍の増加により脳が圧迫され陥没したもので、投与の影響とは見なされな

かった 9)。この結果から、NOAEL を 0.2％（雄で 103 mg/kg/day、雌で 134 mg/kg/day）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、30、100、300 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、100 
mg/kg/day 以上の群であえぎ呼吸、体重増加の抑制を認め、300 mg/kg/day 群では 6 匹が死亡

し、嗜眠、腹臥位、強直性痙攣、被毛の粗剛化、鼻口部の血性の汚れ、2 匹で全胚吸収を認

めた。胎仔の体重は 300 mg/kg/day 群で低かった 10)。この結果から、NOAEL を母ラットで 30 
mg/kg/day、胎仔で 100 mg/kg/day とする。 

・雄ラットに 0、21、103、559 mg/kg/day を 2 年間混餌投与した結果、103 mg/kg/day 以上の群

で精細管の変性、精巣上体の精子の減少を認めた 9)。この結果から、NOAEL を 21 mg/kg/day
とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激する。眼に入ると、発赤、痛み、重度の熱傷、皮膚に付くと発赤、痛

み、経口摂取すると頭痛、めまい、息切れ、腹痛、嘔吐、下痢を生じる。吸入すると咳、咽
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頭痛を生じる他、経口摂取で生じる影響も引き起こされる。反復または長期の接触により、

皮膚感作を引き起こすことがある 11)。 
・健康な男性 283 人の上腕に、5～20％濃度の本物質を 3.5 週間で 10 回（24～72 時間/回）の閉

塞塗布を行い、2 週間後に同じ部位に 5％濃度の閉塞塗布（72 時間）を行った結果、感作は

みられなかった 12, 13)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 21 mg/kg/day（精

細管の変性、精巣上体の精子の減少）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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